
プラスチック被覆の肥料に頼らない施肥技術の開発 

○実施期間：令和５～９年度 

○担当部署：土壌化学部、作物部 

○区  分：プロジェクト（みどり戦略プロジェクト） 

 

○研究内容 

プラスチック被覆した肥効調節型肥料は、施肥量や施肥回数を減らすことが

でき、効果的に利用することで品質向上にもつながるため、水稲や麦作で広く

利用されていますが、プラスチック被覆殻が海洋へ流出するなど環境への影響

が懸念されています。こうした中、肥料業界団体においては、将来的にプラス

チックを使用した被覆肥料に頼らない農業への転換を目指す方針としていま

す。 

そこで、プラスチック被膜を用いない緩効性肥料の機能や特性を評価すると

ともに、水稲作や麦作での利用方法を明らかにします。 
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 →肥料削減、施肥作業効率化、品質向上！ 

メリット：利便性 懸念 

被覆殻の環境への流出 

→水路・河川→海洋 

プラスチック被覆肥料 環境汚染が問題視 

代替技術の開発が必要 

① 代替緩効性肥料の特性の把握 

→微生物分解性肥料 

→硫黄被覆肥料 

→崩壊性プラスチック被覆肥料 

 

②水稲・麦のでの利用法確立 

農水省 HP より 


